2021年度　第5回　こむ１会運営委員会 議事録

日時：２０２２年１月１１日(金)１３:３０〜１５:４５ 
場所：ぷらざこむ１の３階フリールーム 
進行：３班:小林（シニアマジック）大西（さわやか）仲田（うらら）小島（第６民児協）
　　１班：三宅（こまどり）油井（広域ボラ）伊藤（ふぁみりぃ劇場）荻野（ゆめふうせん）高原（情報ボラ）
　　２班：菅野（第３民児協）村井（売布まち協）東（個人）
４班:河崎（エルライン）三島（個人）岡田（専心会）佐々木（川流域）
５班:田中（友の会）榎本（個人）角田（絵芝居）村中（個人） 
その他:岡本（財団）沼田（ボラセン）　　　　　　　　出席22名

＜報告＞　　
１，会計報告（高原）
会費納入金額４４，９００円（1/11現在）
１０グループが未納。こむ１会登録の確認と声掛け出来るところはして欲しい。
２，各企画検討会、実行委員会からの活動報告
　・大掃除実行委員会（村中）
　　12/10　物品の確認。次回会議　2/14（月）１３：３０～１５：３０　ぷらざこむ２３室
　・施設改善企画検討会（三島）
　　現在1名。クッキングルームについて、先日常時利用者の意見を聞いた。この2年間は把握できていない。
今後は、施設利用者にこむ１会の活動の理解を広げることが必要。
　・会則見直し検討会（報告は次回）
　・広報企画検討会（東）
　　広報関係をまとめた「広報ワーキング」を、2回、web会議開催。HPの作成は、引き続きしていく必要
あり。なのでメンバーが必要。運営委員のスキルアップのため講習会をしてはどうか。HPにぷらざこむ１の施設活用のルールなども記載してはどうか。次回会議は１月中に1,2回、ズーム会議の予定。
　・交流事業企画検討会（榎本）
　　1回目会議、12月（運営委員（3名）、一般（1名））目的などの確認をした。交流活動を円滑に行う為、
交流小委員会として認めてほしい。
HPを使って市民に活動を知ってもらいたいので広報とも相談していきたい。
　・防災、減災実行委員会（油井）
　　現在6名、HPを通じてメンバーの募集をしたい。

＜議事＞
１，「宝塚市セーフティーネットシステム」会議派遣について
　　立候補により　油井さんに決定
２，企画検討会や実行委員会等の活動状況及び活動の具体化
東代表から、先月のガイドライン作成の必要性についての振り返り説明があった。
・原案作りが人任せになっている。「ワーキング・実行チーム・実行委員会等の方向性についての照会」の中からいくつか決めてその範囲内でしたらどうか。実行委員会ができるたびにするのか。企画検討委員会は運営委員会で、小委員会は登録会員に呼びかけるのでいいのか。企画検討、実行委員会の目的を見失わないためにルールを作ろうとしているが、その観点がまだ共有されていないなどの意見が出た。
　　　どのようなガイドラインを作るのか、委員の中で、あいまいなことが出てきたので、次回へ持越しと
なった。
３，１F活動スペースの定期的な利用について
各班からの意見が出そろわなかったので、再度集約し、議事録に記載、次回検討する。
※以下、運営委員会後の各班からの意見のまとめ
＜条件付きで認める＞
・試しに1度だけ　・活動日ごとに予約　・参加人数制限・実費、低料金（３）・予算書、会計の公開
・他者の利用活動に支障ないように譲り合う（２）・きれいに使うための対策
＜反対＞
・定期的ならボランティア登録（3）　・カルチャー的な利用禁止（3）　・フリースペースは外部にも開かれた自由な活動スペース（3）　・毎週同じ曜日、時間（定期的）にぷらざこむの理念を知らない不特定多数の人を招き入れるのは理念をクリアしていない。他者に誤解を与える。　・フレミラとぷらざこむ１は主旨が異なる。
＜利用ガイドラインが必要＞	
・わかりやすく公正な「フリースペース利用のお願い」が必要。 ・利用時に、何の活動か、活動目的主催者名、など、掲示、看板を出す。　・ガイドラインに沿ったチラシ、企画＆予算計画書・イベント＆決算書提出。　・カルチャー教室的利用を認めるかどうか運営委員会で協議。　・ぷらざこむ理念、利用ルールを守る（2）
＜その他＞
・２F利用のための実績を半年に見直す。　・どんなグループかの確認
・利用者自身が声を掛け合って融通し合うぷらざこむのマナーが根付いてほしい。　　
４，こむ１会パソコン購入の件
　　　こむ1会デスクトップパソコンが故障し、パソコンは必要な為、購入することになった。文書作成・
メール送受信・HP作成閲覧・エクセル・ズーム会議ができるものを購入する。予算額10万円を上限として、広報、総務、会計の担当者で相談し、購入することを決定した。（中古、新品、1台か2台かも任せる）次回運営委員会で購入報告をすることを決定した。

＜提案＞
１，「運営委員会サポーター」について（東）
　　　運営委員会を支え、円滑にするための仕組みつくり。チームに分かれ、申請書、手引書つくりなど作業分担して作り、最終的に運営委員会に上げていくなど、たたき案を作るチーム。HPに載せるため、運営委員会サポーターチームを作って、決まったことや、ノウハウを整理していきたい。過去のこむ1会活動の経験者にも声をかけ、記憶をもとに整え、こむ1ネットに上げれば、誰もがこむ1会のことがわかるようになる。12月9日、第1回開催、今後も継続。月1，2回ズーム会議、web、メール等でメンバーを呼びかける。
２，「オープンzoom会議室」施行後の報告（東）
12月28日～1月１１日実施　予約なしでも使用可。広報ワーキングで2回使用。
1回目はパソコン故障で入れなかった人がいて申し訳なかった。1月～2月位まで、19時～24時　予約不要　開けたままにしておく。ルールは、こむ1会に関わること、管理人がいないので抽象的な話にならないように。１Fオープンスペースのイメージで使用してください。もしトラブルがあれば、この試みはやめる。
３，会員のこむ1会についての認識を深める為の説明会について（東）
　　　こむ1会、ボラセン、財団の役割について。１Fと2Fの違い、使い方のルール、こむ1会の仕組みがわかっていない利用者がいるので、運営委員会が説明会（以前は財団が開催）を開く。広報物を作るなどして利用者にわかってもらう。利用者同士がわからないことを話し合っていく場作りにしたい。3月4月中旬に説明会、広報活動をしてはどうか。単発でなく継続的に、今後具体的に考える必要がある。

＜その他＞
１＊「コミュニティ連絡会」　2月3日（木）　出席者（油井）
２ヵ月に１回第１木曜15：30～17：30。福祉コミニティプラザの情報交換の場。
（こむ1会、ボラセン、財団、フレミラ、コムの事業所、ぷらざこむ２利用者会）　
＊「受けボラ」会議　1月22日（土）　出席者（三島、）　
　　ぷらざこむ１、１Fの受付の人の会議。受付・財団・こむ1会との情報交換の場。
2ヵ月に1回第4土曜13:30～15：30　　ズームになることもあり。
・今回、もう1名ずつの参加お願い。三島さん、油井さんに申し出てください
・どちらも1，2名出席できるので、年度の引継ぎも考え同じ人が出る・同じ人に偏らないようにする。
・毎回出られる人が出る・各班で順に出る、などの意見が出た。
２，１．１７　阪神淡路大震災　について（油井）
　　　　1月17日（月）10：30～宝塚市によるシェイクアウト訓練について。FM宝塚（宝塚市内）、メールで
発信する、各自それぞれの場所で参加してください。ぷらざこむ１でも館内放送する。

＜報告＞
[bookmark: _GoBack]1,ボランティア活動センターからの連絡（沼田）
・コロナ禍における活動グッズについて　・県民ボランタリー活動助成について　・助成金報告
・「災害VC運営講座」チラシあり
R4年1/27（中央公民館）、2/2（ぷらざこむ１）どちらも午前中講座形式で行う。
近くにサテライトを立ち上げる。どこに立ち上げ、どう動くかのシュミレーションをする。
2,財団からの報告（なし）

＜議事承認事項の確認＞
＊１F活動スペースの定期的な利用については、３班で班、個人の意見をまとめ、議事録に載せる。
＊連絡会議では　各班への持ち帰り事項の有無の確認をする。
＊議題の持越しについて（東）
・毎回持越しが起こる。次の会議でも同じことが起こったりする。誰か提案してくれますか？ではなく、役割分担しながら、提案をとりまとめる担当を決めてはどうか。そうすれば、運営委員会は決まったことを提案・報告・協議する場になり、スムーズにいくのではないか。「企画検討会や実行委員会等の活動状況及び活動の具体化」は、運営委員会サポーターで募り、たたき案を作るので、皆は、意見をこむ1会あてに送ってほしい。もし、次回以降で同様なことが起これば、役割分担する、でどうか。

※次回運営委員会はR4年2月10日（木）13：30～15：30　ぷらざこむ１の３Fフリースペース
※連絡会議については、後日4班から連絡
